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平戸地域 
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（福）聖ヒルダ

会 
Ａ 

（地域活動・交流） 

・総合相談では子ども・高齢・障害分野あまねく、

まずは主訴を聞き取り、現地を確認するなどの姿勢

を持って、事例に応じて行政・関係機関へつなぐな

ど適切に対応しています。 

・地域活動交流・地域包括支援センターの連携にお

いては、生活支援コーディネーターも含めた５職種

会議が大切であり、実施することにより全部門相互

への効果が見込まれ、地域ケアプラザ全体の運営を

円滑にして連携が強まるものと考えられますので、

来年度は年間計画に沿って定期的に実施してくださ

い。 

・今年度より人材育成のためのツールを導入し、目

標の共有や職員のキャリア形成に役立てています。 

・エリアの小中学校とは連携が強く、地域行事など

での生徒によるボランティア活動のコーディネート

を積極的に実施しています。地域からの評判もよく

地域と学生のつなぎ役を果たしていることや、次世

代に向けたボランティア育成に取り組んでいます。 

・子育て支援 MAP の改訂や図書コーナーの新刊導入

と貸出など、地域や利用者の声をよく聴き、事業展

開しています。 

・自主企画事業では、区社協や関係機関、内部各事

業とも連携して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（地域包括支援センター） 

・地域包括支援センター３職種で総合相談内容につ

いて共有しています。 

・高齢者虐待についても関係機関と連携し、同一の

支援方針に基づき、対応を行っています。分離した

方の養護者支援も積極的に取組んでいます。 

・認知症サポーター養成講座を地域ケアプラザと地

域の老人クラブで実施し、認知症の普及啓発に取り

組みました。 

・圏域の高齢者住宅の住民に対し年数回健康講座や

消費者被害防止講座などを実施し、地域ケアプラザ

全体事業説明や地域の身近な窓口としての周知を図

りました。 

・「みまもりネット」登録事業者からの通報により、

高齢者宅へ訪問を行い、適切な支援が提供されるよ

う対応しました。 

・ケアマネサロンにおいて、講座を開催しケアマネ

ジャーのスキルアップにつなげました。また、ケア

マネジャー同志の交流の機会も設けることができま

した。 

・元気づくりステーションについても自主活動が継

続できるような支援を行いました。 

 
（生活支援体制整備事業） 

・地域資源リストについて継続して作成を進めてい

ます。 

・地域ケアプラザ運営協議会を活用し協議体を開催

しました。事業の説明を行うとともに、今後の協議

体の在り方について確認を行いました。 

・生活支援コーディネーターが地域に出向く際、事

業の資料を用い丁寧な説明を心掛けています。 

 


